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2025 年 1 ⽉ 23 ⽇ 
株式会社⽇⽴製作所 
株式会社⽇⽴ハイテク 

 

最適な製造プロセス探索を⽀援する「製造プロセス改善ソリューション」を開発し、
インフォマティクス事業を強化 

⽣成 AI などのデジタル技術と計測装置などのプロダクトに関するノウハウを融合 
 

 
「製造プロセス改善ソリューション」のイメージ図 

 
株式会社⽇⽴製作所(以下、⽇⽴)と株式会社⽇⽴ハイテク(以下、⽇⽴ハイテク)は、最適な製造プロ

セス探索を⽀援する「製造プロセス改善ソリューション(以下、本ソリューション)」を新たに開発し、産業分野
の DX 加速に向けてインフォマティクス事業を強化します。これまで⽇⽴と⽇⽴ハイテクは、研究開発の領域
においてマテリアルズ・インフォマティクス(以下、MI)関連のソリューションをお客さまへ提供し、研究開発の⾼
効率化に貢献してきました。このたび本ソリューションの提供により、研究開発だけでなく製造プロセスの最
適化を⽀援します。 

材料開発には、研究開発者が開発した試作品を、⼤規模なスケールでの製造へスケールアップするフェー
ズがあります。従来はプロセス開発エンジニアなどが経験や知⾒を頼りに試⾏錯誤し、材料の特性を最⼤
限引き出すための最適な製造プロセスを探索していました。本ソリューションでは、⽇⽴グループの専⾨コンサ
ルタントが、さまざまな分野の製造プロセス情報を蓄積した独⾃データベースや⽣成 AI を⽤いて、⾼効率な
製造プロセス案や課題解決案などを提案します。また、お客さま⾃⾝でインフォマティクスを活⽤し、各種パ
ラメーターの最適値の探索が可能なシステムも提供します。これにより、新たな製造プロセスの検討が可能に
なることで、プロセス探索の⾼度化を実現し、ロスコストの削減やプロセス開発エンジニアなどフロントライン



2 / 4 

ワーカーの⽣産性向上に貢献します。なお、本ソリューションは、2025 年 4 ⽉から試験導⼊いただける半導
体・電池・素材メーカーなどのお客さまと実証を⾏った上で、⽇⽴ハイテクが提供を開始する予定です。 

 
■背景 
 昨今の製造業において、市場ニーズの激しい変化を背景として、より⾼精度な材料や製品などのスピー
ディーな製造が求められており、材料開発や量産プロセスにおけるあらゆる検討の加速が急務になっていま
す。これまで、プロセス開発エンジニアなどの製造のスケールアップを検討する担当者は、過去の事例やベテ
ランのノウハウのような個々の知⾒に頼り、トライ＆エラーを繰り返しながら製造プロセスを確⽴していました。
しかし、多くの時間とコストを要することや、度重なる製造テストによる CO2 排出や廃棄物の増加が課題と
なっていました。 
 
 こうした中、⽇⽴と⽇⽴ハイテクは、素材メーカーなどに MI を活⽤した「材料開発ソリューション」を提供し
てきました。⽇⽴はデジタル技術を活⽤したソリューション開発を担い、データを活⽤した開発の最適化など
で研究開発の加速を⽀援してきました。また、⽇⽴ハイテクは、電⼦顕微鏡をはじめとする解析・分析装置
をお客さまへ提供し、製造業におけるドメインナレッジを蓄積してきました。 

今回、両社の技術やドメインナレッジの融合を⾏い、従来の材料開発向けの MI 事業を製造プロセス探
索・改善の領域まで拡張し、産業分野の DX 加速に向けて強化しました。 
 
■本ソリューションの特⻑ 
(1) 製造プロセスに特化した独⾃データベースや⽣成 AI を⽤いて、⾼効率な製造プロセスを提案 

製造プロセスに特化した独⾃データベースや課題解決案を⽣み出す⽣成 AI などを⽤いて、⽇⽴グループ
の専⾨コンサルタントが⾼効率な製造プロセスを提案します。 

⽇⽴は、特許などの膨⼤なオープンデータや RAG*1 などの⽣成 AI 関連技術と、⽇⽴ハイテクの解析・分
析装置事業で培ってきた独⾃の知⾒などを組み合わせて、製造プロセス情報を蓄積したデータベースを構
築しています。そのデータベースを活⽤し、最適な製造プロセスの探索が可能な⽣成 AI を構築しています。
⽇⽴グループの専⾨コンサルタントが独⾃データベースや⽣成 AI を使いこなすことで、さまざまな分野の製造
プロセスに関する知⾒なども取り⼊れ、個別最適をした製造プロセスの提案が可能になります。 

これにより、新たな視点でお客さまの製造プロセスを検討し、最適なプロセスの探索や⾼度化、歩留まり*2

改善や⾼効率化に貢献するとともに、プロセス探索に関する⼈的負担を軽減します。 
*1 RAG：Retrieval-Augmented Generation の略。⾔語モデルに、外部情報の検索を組み合わせることで、回答精度を向上させる技術。 
*2 歩留まり：製造品の中に含まれる良品の割合(歩留まり=良品数/製造数) 
 
(2) インフォマティクスを活⽤し、製造プロセスにおけるパラメーターの最適値の探索を⽀援 

MI の技術・知⾒を応⽤したインフォマティクスにより、各プロセスの条件設定など各種パラメーターに関す
る最適値の探索を⽀援する機能を SaaS として提供します。インフォマティクスは、さまざまな数値データや画
像データを蓄積した上で⾏います。例えば電⼦顕微鏡などで撮影した画像データの場合は、画像解析によ
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り特徴量*3 を抽出して数値化を⾏い、さらに、材料の配合条件やプロセス条件などの数値データを⽤いて、
インフォマティクスにより最適な条件探索を⾏うことができます。 

これにより、⾼効率な製造プロセスの確⽴を⽀援することで、スケールアップにあたり課題となる歩留まりの
迅速な改善や、ロスコストの削減に貢献します。 
*3 特徴量：分析対象となるデータや対象物の特徴・特性などを定量的に表した数値 

 
■今後の展望 
 ⽇⽴は、お客さまの課題解決に貢献するソリューションをめざし、⽣成 AI における回答精度の向上など
本ソリューションの強化を重ねていきます。⽇⽴ハイテクは、本ソリューションを半導体・電池・素材メーカーな
どの国内外のさまざまなお客さまへ提供し、材料開発における多岐にわたる現場課題の解決および環境価
値の提供に貢献していきます。 

また、⽇⽴と⽇⽴ハイテクは、今後も両社が持つデジタルとプロダクトの技術・ノウハウを組み合わせた
Lumada*4 ソリューションの開発を進め、製造業のお客さまの DX 推進を積極的に⽀援していきます。 
*4 Lumada：お客さまのデータから価値を創出し、デジタルイノベーションを加速するための、⽇⽴の先進的なデジタル技術を活⽤したソリューション・

サービス・テクノロジーの総称 

 
■⽇⽴製作所について 

⽇⽴は、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現する社会イノベーション事業を推進しています。
お客さまの DX を⽀援する「デジタルシステム&サービス」、エネルギーや鉄道で脱炭素社会の実現に貢献す
る「グリーンエナジー&モビリティ」、幅広い産業でプロダクトをデジタルでつなぎソリューションを提供する「コネク
ティブインダストリーズ」という 3 セクターの事業体制のもと、IT や OT(制御・運⽤技術)、プロダクトを活⽤す
る Lumada ソリューションを通じてお客さまや社会の課題を解決します。デジタル、グリーン、イノベーションを
原動⼒に、お客さまとの協創で成⻑をめざします。3 セクターの 2023 年度(2024 年 3 ⽉期)売上収益は 8
兆 5,643 億円、2024 年 3 ⽉末時点で連結⼦会社は 573 社、全世界で約 27 万⼈の従業員を擁して
います。詳しくは、⽇⽴のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 
 
■⽇⽴ハイテクについて 

⽇⽴ハイテクは、医⽤分析装置、バイオ関連製品、放射線治療システム、半導体製造装置、分析機
器、解析装置などの製造・販売に加え、モビリティ、コネクテッド、環境・エネルギーなどの産業分野における
⾼付加価値ソリューションの提供を通して、幅広い事業領域においてグローバルな事業展開を⾏っています
(2024 年 3 ⽉期⽇⽴ハイテクグループ連結売上収益は 6,704 億円)。強みである「⾒る・測る・分析する」
というコア技術をベースに、事業を通してさまざまな社会課題解決および持続可能な社会の実現に貢献し
ていきます。 

詳しくは、⽇⽴ハイテクのウェブサイト(https://www.hitachi-hightech.com/jp/ja)をご覧ください。 
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■関連リンク 
 ・⽇⽴の「材料開発ソリューション」について 
 ・⽇⽴ハイテクの「材料開発ソリューション」について 
 
■お問い合わせ先 
株式会社⽇⽴製作所 公共システム営業統括本部 カスタマ・リレーションズセンタ [担当：森下、北原] 
https://www.hitachi.co.jp/Div/jkk/inquiry/inquiry.html 
 
株式会社⽇⽴ハイテク サプライチェーンプラットフォーム統括本部 SC レジリエンス推進本部 
マテリアルソリューション部 [担当：野川] 
E-mail：mi-info.aj.ml@hitachi-hightech.com  
 

以上 
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